平成30年7月30日

中国本部 会員各位
公益社団法人日本技術士会 中国本部
本部長　大田 一夫

活用促進委員長 長原　基司
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拝啓

時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り，厚くお礼申し上げます。

さて，日本技術士会 技術士活性化委員会では平成30年9月19日（水）に「技術支援基礎講座－JIS,法文書など公文書の書き方・著作権法について－」を開催いたします。この度，この講座を中国本部の皆様にもWeb中継により聴講をして頂くことが可能になりました。

　官庁，自治体，裁判所などへの提出文書に大幅な修正依頼を受けられたこと又は複数人で一つの文書を仕上げる時，漢字の送り仮名・用語が揺らいで編集に多大な時間を浪費してしまうことはありませんか？　技術士の文書は，ともすると，他部門の技術士では読めない記述になり，同業他社の同じ部門技術士でも読めない事象が生じることがあります。しかも，報告書，鑑定書などの想定読者は，官庁・自治体の職員，裁判官，保険会社の社員など千差万別です。
この基礎講座は，せめてJISが読める約束を習得し，日頃から制約日本語の書き方を使用しておき，要望に応えられる方向・注意点を指摘します。

　また，参考文献などについては知的財産権の一つである著作権の範囲と内容について定める著作権法を遵守する必要性についても内容に含めます。
本講座は公文書を作成する機会が多い技術士はもとより，他の技術士の方々にも参考となるものと考えますので，お誘いあわせの上，奮ってご参加くださいますようご案内申し上げます。

なお，メール送信可能な方は，事務局事務の省力化のため，できるだけ中国本部ホームページ(http://www.ipej-chugoku.jp/)の「Web申込みはこちら」か，中国本部からの開催案内メールの返信メールでお申し込み下さい。
敬具

記
1. 主　催　：　公益社団法人日本技術士会 技術士活性化委員会／中国本部 活用促進委員会
2. 日　時　：　平成30年9月19日（水）13:00～16:30
3. 場　所　：　公益社団法人日本技術士会 中国本部事務局 会議室（6F）
4. 講演会
テーマ　：　JIS,法文書など公文書の書き方・著作権法について
講　師　：　若鳥陸夫，技術士（電気電子），元JISC情報部会規格調整臨時委員
プログラム概要：（変更する可能性あり）

　第一部：JIS,法文書など公文書の書き方－複数人執筆の基準－

　　1)　制約日本語を目指す

　　2)　省庁の統一文書の基準

　　3)　複数人で一つの文書を作成する場合の揺れ防止の基準

　　4)　文化庁の常用漢字の適用

　　5)　動詞への片仮名語の排斥。名詞も従来からある日本語を使う。

　　6)　限定した接続詞・記号とそれら相互の優先順位（及び，又は，若しくは，並びに）

　　7)　句読点の統一（横書き文書の読点はカンマ）

　　8)　項番号，見出し，図表番号，図表見出しなど参照される対象を太字修飾

　第二部：著作権法について
5. 定員、対象、参加費、ＣＰＤ
(1) 定員　３０人

(2) 対象　会員及び一般参加者も歓迎します。

(3) 参加費　会員：無料、非会員：500円
(4) ＣＰＤ　参加者には日本技術士会からCPD：3時間20分の参加票を発行します。

6. 申込について
(1) 締切　平成30年9月17日（月）

ただし、定員になり次第締め切ります。
(2) 申込先：(公社)日本技術士会 中国本部事務局
広島市中区鉄砲町1番20号 第3ウエノヤビル6階

TEL：082-511-0305　FAX：082-511-0309

E-mail：ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp

	技術支援基礎講座 Web中継 参加申込書
参加申込書(平成30年9月19日)

主催：公益社団法人日本技術士会中国本部
申込ＦＡＸ番号：０８２－５１１－０３０９

※メール送信可能な方は、事務局の省力化のため、メールによる申込をお願いします。


標記 Web中継に参加します。
	
	氏名
	資格(注1)
	区分(注2)

	申込者
	
	□技術士 □修習技術者

□その他
	□会員 □非会員

	技術部門

(注3)

※複数選択可
	□機械　　　□船舶･海洋 □航空･宇宙 □電気電子　□化学　□繊維　□金属

□資源工学　□建設　　　□上下水道　□衛生工学　□農業　□森林　□水産

□経営工学　□情報工学　□応用理学　□生物工学　□環境　□原子力･放射線
□総合技術監理

	勤務先
	

	連絡先
	E-mail 
	
	□会社　□自宅

	
	ＦＡＸ
	
	□会社　□自宅

	
	ＴＥＬ
	
	□会社　□自宅


注1） 資格は該当するものに■(または☑)を入れる。

注2） 区分で会員とは日本技術士会会員を指し、該当するものに■(または☑)を入れる。

注3） 技術部門は技術士か修習技術者のみ、該当するものに■(または☑)を入れる。

注4） 連絡先は(会社・自宅)のうち、該当するものに■(または☑)を入れ、E-mail等を記入。

注5） 同行者がいる場合は下記に記入。

注6） この個人情報は、本行事の参加申込み以外には使用しません。

	
	氏名
	資格(注1)
	区分(注2)

	同行者
	
	□技術士 □修習技術者

□その他
	□会員 □非会員

	
	
	□技術士 □修習技術者

□その他
	□会員 □非会員

	
	
	□技術士 □修習技術者

□その他
	□会員 □非会員


問合せ先：〒730-0017　広島市中区鉄砲町1-20第3ウエノヤビル6階

公益社団法人日本技術士会 中国本部

TEL:082-511-0305　FAX:082-511-0309　E-mail：ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp
公益社団法人 日本技術士会 中国本部 活用促進委員会 主催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


技術支援基礎講座Web中継（ご案内）


－JIS,法文書など公文書の書き方・著作権法について－









